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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザに携帯され、無線通信を行なう携帯機側無線通信部を有し、その携帯機側無線通
信部から固有情報を送信する携帯機と、
　車両に搭載され、車載エンジンを始動するためのエンジン始動スイッチが操作されたと
きに、前記携帯機側無線通信部との間で無線通信を行なって前記携帯機から固有情報を受
信する車両側無線通信部と、
　前記車両側無線通信部によって受信された固有情報に基づいて、予め登録された携帯機
であるか否かを判断する照合手段と、
　この照合手段によって前記携帯機の照合が成立したことに基づいて、前記車載エンジン
を始動するスタート手段と、
　所定操作が行われたと判断するとき、前記スタート手段による車載エンジンの始動を無
効に設定するキャンセル手段とを備えるスマートキーシステムにおいて、
　ユーザに警報を行なう警報部を備え、
　前記キャンセル手段は、前記スタート手段による車載エンジンの始動が無効に設定され
ている間に前記エンジン始動スイッチが操作されたとき、前記警報部によってその旨を警
報することを特徴とするスマートキーシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のスマートキーシステムにおいて、
　前記キャンセル手段は、所定の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴することで、前記ス
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タート手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することを特徴と
するスマートキーシステム。
【請求項３】
　請求項２に記載のスマートキーシステムにおいて、
　前記スタート手段は、前記照合手段によって前記携帯機の照合が成立しなかったことに
基づいて、所定の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴することでその旨を警報し、
　前記キャンセル手段は、前記スタート手段と同一の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴
することで、前記スタート手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警
報することを特徴とするスマートキーシステム。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のスマートキーシステムにおいて、
　前記警報部は、車両に搭載された音声出力部であり、
　前記キャンセル手段は、前記音声出力部から案内を音声出力することで、前記スタート
手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することを特徴とするス
マートキーシステム。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のスマートキーシステムにおいて、
　前記警報部は、車両に搭載された車両側表示部であり、
　前記キャンセル手段は、前記車両側表示部に表示することで、前記スタート手段による
車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することを特徴とするスマートキー
システム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のスマートキーシステムにおいて、
　前記警報部は、前記携帯機に備えられた携帯機側表示部であり、
　前記キャンセル手段は、前記携帯機側表示部に表示することで、前記スタート手段によ
る車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することを特徴とするスマートキ
ーシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯機と車両との間での無線通信によって携帯機の照合が成立すると、車両
ドアの開錠を行なうスマートエントリー機能やエンジンの始動を行なうスマートスタート
機能を有し、かつ、それらスマートエントリー機能やスマートスタート機能を無効に設定
するキャンセル機能も有するスマートキーシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のスマートキーシステムとして、例えば特許文献１に記載の技術が知られている
。この文献に記載の技術では、スマート機能を無効にするための専用のキャンセルスイッ
チを設けることなく、一定の操作を行なうことでスマート機能を無効に設定している。
【特許文献１】特開２００５－２４０３１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、上記従来技術では、次のような課題が生じることがある。詳しくは、複数の
ユーザのうちの一人が他のユーザに知らせることなくスマート機能を無効に設定した場合
、スマート機能が無効であることを知らないユーザは、スマート機能が有効であると思い
込み、車両ドアを開錠しようとトリガスイッチを操作したり、エンジンを始動させようと
エンジン始動スイッチを操作したりする。しかし、スマート機能が無効に設定されている
ので、トリガスイッチを操作しても車両ドアは開錠せず、また、エンジン始動スイッチを
操作してもエンジンは始動せず、混乱してしまう恐れがある。
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【０００４】
　なお、例えば車載ナビゲーション装置に対する操作によってスマート機能を無効に設定
したり、携帯機に設けられたキーを２つ同時に押すことでスマート機能を無効に設定した
りする等、一般のユーザでも操作可能な程度の簡易な操作によってスマート機能を無効に
設定することのできる技術が求められている。スマート機能を無効に設定するための操作
がより簡易になると、ユーザが混乱してしまう状況がより多く発生するようになることも
懸念される。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであって、その目的は、スマート機能を無効
に設定するための操作がより簡易になった場合であれ、その操作に係るユーザの混乱解消
を図ることのできるスマートキーシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　こうした目的を達成するため、請求項１に記載の発明では、ユーザに携帯され、無線通
信を行なう携帯機側無線通信部を有し、その携帯機側無線通信部から固有情報を送信する
携帯機と、車両に搭載され、車載エンジンを始動するためのエンジン始動スイッチが操作
されたときに、前記携帯機側無線通信部との間で無線通信を行なって前記携帯機から固有
情報を受信する車両側無線通信部と、前記車両側無線通信部によって受信された固有情報
に基づいて、予め登録された携帯機であるか否かを判断する照合手段と、この照合手段に
よって前記携帯機の照合が成立したことに基づいて、前記車載エンジンを始動するスター
ト手段と、所定操作が行われたと判断するとき、前記スタート手段による車載エンジンの
始動を無効に設定するキャンセル手段とを備えるスマートキーシステムにおいて、ユーザ
に警報を行なう警報部を備え、前記キャンセル手段は、前記スタート手段による車載エン
ジンの始動が無効に設定されている間に前記エンジン始動スイッチが操作されたとき、前
記警報部によってその旨を警報することを特徴とする。
【０００７】
　スマートキーシステムとしてのこのような構成では、スタート手段による車載エンジン
の始動が無効に設定されている間にエンジン始動スイッチが操作されると、警報部からそ
の旨が警報される。そのため、スマート機能を無効に設定したユーザ以外のユーザであっ
ても、スマート機能を無効に設定したことを忘れた本人であっても、スマート機能が無効
に設定されていることを容易に知ることができる。したがって、スマート機能を無効に設
定するための操作がより簡易になった場合であっても、その操作に係るユーザの混乱解消
を図ることができるようになる。
【０００８】
　なお、警報部による警報態様は任意である。請求項２に記載の発明のように、前記キャ
ンセル手段は、所定の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴することで、前記スタート手段
による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報してもよい。
【０００９】
　あるいは、請求項４に記載の発明のように、前記警報部は、車両に搭載された音声出力
部であり、前記キャンセル手段は、前記音声出力部から案内を音声出力することで、前記
スタート手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報してもよい。さ
らには、請求項５に記載の発明のように、前記警報部は、車両に搭載された車両側表示部
であり、前記キャンセル手段は、前記車両側表示部に表示することで、前記スタート手段
による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することとしてもよい。また
さらには、請求項６に記載の発明のように、前記警報部は、前記携帯機に備えられた携帯
機側表示部であり、前記キャンセル手段は、前記携帯機側表示部に表示することで、前記
スタート手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報することとして
もよい。
【００１０】
　さらに、上記請求項２に記載のスマートキーシステムにおいて、請求項３に記載の発明
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では、前記スタート手段は、前記照合手段によって前記携帯機の照合が成立しなかったこ
とに基づいて、所定の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴することでその旨を警報し、前
記キャンセル手段は、前記スタート手段と同一の吹鳴パターンにて前記警報部を吹鳴する
ことで、前記スタート手段による車載エンジンの始動が無効に設定されている旨を警報す
ることとしてもよい。
【００１１】
　従来、例えば携帯機の電池が切れている場合等、照合手段によって携帯機の照合が成立
しなかった場合、エンジン始動スイッチに携帯機をかざすことで携帯機の照合を行ない、
エンジンを始動させることが可能な構成が知られている（いわゆるトランスポンダー機能
）。こうしたトランスポンダー機能を有する構成では、照合手段によって携帯機の照合が
成立しなかった場合、スタート手段が所定の吹鳴パターンにて車両側警報機を吹鳴するこ
とでユーザにその旨を警報し、エンジン始動スイッチに携帯機をかざすことを促している
。一方、上記トランスポンダー機能を有する構成では、照合手段によって携帯機の照合が
成立しなかった場合、キャンセル手段が所定の吹鳴パターンにて車両側警報機を吹鳴する
ことでユーザにその旨を警報し、エンジン始動スイッチに携帯機をかざすことを促してい
る。
【００１２】
　本来、キャンセル手段が警報部を吹鳴する状況は、スタート手段が警報部を吹鳴する状
況とは異なるため、異なる吹鳴パターンにて警報部を吹鳴することが望ましい。しかしな
がら、どちらの状況においても、トラスポンダー機能を利用して車載エンジンの始動を行
なうようにユーザに促そうとしている点については共通している。このため、上記請求項
３に記載の構成によれば、ユーザ指向が高くなり分かり易くなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明に係るスマートキーシステムの一実施の形態について、図１～図３を参照
しつつ説明する。なお、図１は、本実施の形態のスマートキーシステム１について、その
全体構成を示すブロック図である。図２は、スマートキーシステム１によって実行される
スタート処理について、その処理手順を示すフローチャートである。図３は、スマートキ
ーシステム１によって実行されるエントリー処理について、その処理手順を示すフローチ
ャートである。
【００１６】
　図１に示されるように、スマートキーシステム１は、車両（図示略）に搭載される車両
側装置１００及び電子キー２００を有して構成されている。はじめに、車両側装置１００
の構成及び機能について説明する。
【００１７】
　車両側装置１００は、図１に示されるように、車室内発信機１０２及び車室外発信機１
０４を有している。車室内発信機１０２は、例えば、車室内の前席と後席との間に設けら
れ、車室内を含むように電子キー２００を検知する車室内検知エリア（所定範囲）を形成
する。車室外発信機１０４は、便宜上、図１では、単一の発信機として図示されているが
、例えば「３［個］」の車室外発信機によって構成されている。すなわち、車室外発信機
１０４は、右フロントドア（以下、Ｄ席ドアとも記載）と右リアドア（以下、ＤＲ席ドア
とも記載）との間に設けられて、Ｄ席ドア及びＤＲ席ドアの右側方（車幅方向の車両外側
）に車室外検知エリア（所定範囲）を形成する車室外発信機と、左フロントドア（以下、
Ｐ席ドアとも記載）と左リアドア（以下、ＰＲ席ドアとも記載）との間に設けられて、Ｐ
席ドア及びＰＲ席ドアの左側方（車幅方向の車両外側）に車室外検知エリアを形成する車
室外発信機と、ラゲージドアまたはその近辺に設けられて、ラゲージドアの後方に車室外
検知エリアを形成する車室外発信機によって構成されている。ちなみに、これら検知エリ
アは、例えば各車室外発信機を中心とする半径「０．７～１．０［ｍ］」程度とされる。
【００１８】
　また、車両側装置１００は、ＥＣＵ１０８を有している。このＥＣＵ１０８は、ＣＰＵ



(5) JP 5200799 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

１１０及びメモリ１１２等を備えたコンピュータであり、メモリ１１２等に予め記憶保持
されたプログラムに従って種々の処理を実行する。
【００１９】
　詳しくは、ＣＰＵ１１０は、メモリ１１２等に予め記憶保持されたプログラムに従って
、次のような処理を行う。すなわち、ＣＰＵ１１０は、車両が駐車されている場合であっ
て車両ドアの施錠時に、「０．３［秒］」程度の短い時間に設定された所定周期毎に、車
室外発信機１０４に送信要求信号を出力する。車室外発信機１０４は、送信要求信号が供
給されると、その送信要求信号を車室外検知エリアに送信する。この車室外発信機１０４
による送信要求信号の送信時に電子キー２００が車室外検知エリア内にある場合、ＩＤコ
ード（固有情報）が含まれる応答信号がその電子キー２００から返信される（無線双方向
通信）。
【００２０】
　また、車両側装置１００は受信機１０６を有している。この受信機１０６は、車両内部
の所定位置に設置されており、電子キー２００から上述のように返信される上記応答信号
を受信する。また、受信機１０６は、電子キー２００から送信される開錠信号や施錠信号
等も受信する（無線単方向通信）。そして、受信機１０６は、上記応答信号、上記開錠信
号、上記施錠信号等、受信した信号をＥＣＵ１０８に出力する。
【００２１】
　また、車両側装置１００はＥＣＵ１０８を有している。このＥＣＵ１０８（詳しくはＣ
ＰＵ１１０）は、異なる時点において順番に、車室内発信機１０２及び車室外発信機１０
４に送信要求信号を出力する。そのため、ＥＣＵ１０８は、上記応答信号が供給される時
期を判断することにより、その応答信号がどの検知エリアから送信されたものであるか決
定することが可能である。すなわち、ＥＣＵ１０８は、電子キー２００がどの検知エリア
に存在するか決定することが可能であり、そのため、電子キー２００の所在が車室内であ
るか車室外であるか決定することが可能である。
【００２２】
　既述したように、ＥＣＵ１０８に供給される上記応答信号にはこの応答信号を返信した
電子キー２００のＩＤコードが含まれている。そのため、ＥＣＵ１０８は、返信された応
答信号に基づいて、予め登録された電子キー２００であるか否かを判断（照合）すること
が可能である。また、これも既述したように、電子キー２００の所在も決定することがで
きるため、ＥＣＵ１０８は、電子キー２００の車室外照合及び車室内照合を実行すること
が可能である。
【００２３】
　また、車両側装置１００はトリガスイッチ１１４を有している。このトリガスイッチ１
１４は、ユーザが座席に対して乗降するための車両ドア（Ｄ席ドア、Ｐ席ドア、ＤＲ席ド
ア、ＰＲ席ドア等）を車両の外側から開閉するためのアウターハンドル（図示略）にそれ
ぞれ設けられている。そして、トリガスイッチ１１４は、車両のユーザによって押される
と、押された旨を示す信号をＥＣＵ１０８に供給する。
【００２４】
　また、車両側装置１００は車両ドア制御装置１１６を有しており、この車両ドア制御装
置１１６はＥＣＵ１０８と接続されている。ＥＣＵ１０８は、車両ドア制御装置１１６と
の間で信号の送受信が可能である。ここで、車両ドア制御装置１１６は、ＥＣＵ１０８か
らの信号に基づいて車両ドアを施錠（ロック）あるいは開錠（アンロック）することが可
能である。
【００２５】
　ここで、ＥＣＵ１０８（詳しくはＣＰＵ１１０）は、車両のユーザによって押された旨
を示す信号が上記トリガスイッチ１１４から供給されたときに、上記車室外照合が可能で
ある場合、車室外照合を実行する。この車室外照合が成立すると、車両ドア制御装置１１
６によって車両ドアを開錠する（いわゆるスマートエントリー機能）。
【００２６】
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　また、車両側装置１００はプッシュスイッチ（エンジン始動スイッチ）１１８を有して
おり、このプッシュスイッチ１１８はＥＣＵ１０８と接続されている。プッシュスイッチ
１１８は、ユーザによってオン操作されるとその旨の信号をＥＣＵ１０８に出力する。こ
れにより、ＥＣＵ１０８は、プッシュスイッチ１１８がユーザによってオン操作されたか
否かを判断することが可能である。
【００２７】
　また、車両側装置１００はエンジン始動装置１２０を有しており、このエンジン始動装
置１２０はＥＣＵ１０８と接続され、ＥＣＵ１０８との間で信号の送受信が可能である。
そして、エンジン始動装置１２０は、ＥＣＵ１０８からの信号に基づいてエンジンを始動
することが可能である。
【００２８】
　また、車両側装置１００は、車両のユーザが視認可能に表示する車両側表示部（警報部
）１２２を有しており、この車両側表示部１２２は、ＥＣＵ１０８と接続されている。Ｅ
ＣＵ１０８は、車両側表示部１２２に表示信号を送信することが可能であり、車両側表示
部１２２は、ＥＣＵ１０８からの表示信号に基づいて例えばテキストや画像等にて各種の
警報を表示する。なお、車両のユーザが視認可能であれば、車両側表示部１２２の配置位
置は任意である。
【００２９】
　また、車両側装置１００は、警報を吹鳴するための音声出力部（警報部）１２４を有し
ており、この音声出力部１２４は、ＥＣＵ１０８と接続されている。ＥＣＵ１０８は、音
声出力部１２４に吹鳴信号を送信することが可能であり、各種警報に対応付けられた所定
の吹鳴パターンにて吹鳴する。
【００３０】
　ここで、ＥＣＵ１０８（詳しくはＣＰＵ１１０）は、車両のユーザによって押された旨
を示す信号が上記プッシュスイッチ１１８から供給されたときに、上記車室内照合が可能
である場合、車室内照合を実行する。この車室内照合が成立すると、ＥＣＵ１０８は、エ
ンジン始動装置１２０によって車載エンジン（図示略）を始動する（いわゆるスマートス
タート機能）。一方、上記車室内照合が成立しないと、ＥＣＵ１０８は、エンジン始動装
置１２０によって車載エンジンを始動することなく、その旨の警報に対応付けられた所定
の吹鳴パターンにて吹鳴する（いわゆるキーなし警報）。ちなみに、本実施の形態では、
この場合の吹鳴パターンとして、１度のみ吹鳴して鳴らし切る「単発吹鳴」が採用されて
いる。なお、ＥＣＵ１０８は、特許請求の範囲に記載した照合手段、スタート手段に相当
する。
【００３１】
　次に、電子キー２００の構成について説明する。図１に示されるように、電子キー２０
０は、受信部２０２、送信部２０４、ＥＣＵ２０６、アンロックスイッチ２０８、ロック
スイッチ２１０、携帯機側表示部２１２を有して構成されている。
【００３２】
　このうち、受信部２０２は、車室内発信機１０２及び車室外発信機１０４から送信され
る送信要求信号を受信し、この受信した送信要求信号をＥＣＵ２０６に出力する。アンロ
ックスイッチ２０８は、ユーザが開錠信号の送信を指示する際に操作するスイッチである
。ロックスイッチ２１０は、ユーザが施錠信号の送信を指示する際に操作するスイッチで
ある。これらアンロックスイッチ２０８及びロックスイッチ２１０は、ユーザによって操
作されると、操作された旨を示す信号をＥＣＵ２０６に出力する。
【００３３】
　また、ＥＣＵ２０６は、受信部２０２から送信要求信号が供給されると、当該電子キー
２００のＩＤコードを含む応答信号を生成して送信部２０４に出力し（無線双方向通信、
いわゆるスマート）、アンロックスイッチ２０８から信号が入力されると、アンロック操
作が行われた旨を示す開錠信号を送信部２０４に出力し（無線単方向通信、いわゆるワイ
ヤレス）、ロックスイッチ２１０から信号が入力されると、ロック操作が行われた旨を示
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す施錠信号を送信部２０４に出力する（無線単方向通信、いわゆるワイヤレス）。そして
、送信部２０４は、ＥＣＵ２０６から供給される各種信号を送信する。
【００３４】
　また、電子キー２００は、電子キーを携帯するユーザが視認可能に表示する携帯機側表
示部（警報部）２１２を有しており、この携帯機側表示部２１２は、ＥＣＵ２０６と接続
されている。ＥＣＵ２０６は、携帯機側表示部２１２に表示信号を送信することが可能で
あり、携帯機側表示部２１２は、ＥＣＵ２０６からの表示信号に基づいて例えばテキスト
や画像等にて各種の警報を表示する。なお、電子キー２００を携帯するユーザが視認可能
であれば、車両側表示部１２２の配置位置は任意である。
【００３５】
　以上の説明を踏まえ、ＥＣＵ１０８についてさらに説明する。既述したように、スマー
トキーシステム１は、上記スマートスタート機能及びスマートエントリー機能を有してい
るが、これらスマートスタート機能及びスマートエントリー機能を無効に設定するいわゆ
るスマートキャンセル機能をさらに有している。
【００３６】
　本実施の形態では、例えば、ユーザが電子キー２００に設けられたアンロックスイッチ
２０８及びロックスイッチ２１０を同時に押すことで、スマートスタート機能及びスマー
トエントリー機能を無効に設定する。
【００３７】
　詳しくは、ＥＣＵ１０８は、電子キー２００に設けられたアンロックスイッチ２０８が
押された旨を示す開錠信号及び電子キー２００に設けられたロックスイッチ２１０が押さ
れた旨を示す施錠信号を所定時間内に双方とも受信するか否かを判断し、所定時間内に双
方とも受信したと判断する場合、上記スマートスタート機能及びスマートエントリー機能
を無効に設定する。ここで、所定時間とは、アンロックスイッチ２０８及びロックスイッ
チ２１０がユーザによってほぼ同時に押されたと考えられる程度の短期間である。なお、
ＥＣＵ１０８は、特許請求の範囲に記載のキャンセル手段に相当し、アンロックスイッチ
２０８及びロックスイッチ２１０を同時に押す操作が特許請求の範囲に記載の所定操作に
相当する。ちなみに、本実施の形態では、上記スマートスタート機能及びスマートエント
リー機能が無効に設定されている間に、アンロックスイッチ２０８及びロックスイッチ２
１０を同時に押す操作を再度実行すると、ＥＣＵ１０８は、これら両機能を再度有効に設
定する。
【００３８】
　また、上記スマートキャンセル機能によってスマートスタート機能が無効に設定される
と、ユーザがプッシュスイッチ１１８を押しても車載エンジンを始動することができない
ようにも思われる。ここで、電子キー２００は、上記送信要求信号を所定の周波数にて受
信すると上記応答信号を他の周波数にて送信する機能を有する通信機（図示略）が備えら
れており、上記送信要求信号を上記所定の周波数にて送信するとともに上記応答信号を上
記他の周波数にて受信する機能を有する通信機（図示略）がプッシュスイッチ１１８に内
蔵されている。そのため、スマートスタート機能が無効に設定されていても、ユーザがプ
ッシュスイッチ１１８に電子キー２００を翳した状態でプッシュスイッチ１１８を押すと
、ＥＣＵ１０８（詳しくはエンジン始動装置１２０）によって車載エンジンが始動される
（いわゆるトランスポンダー機能）。なお、このトランスポンダー機能については公知で
あるため、ここでのこれ以上詳しい説明を割愛する。
【００３９】
　以下、スマートキーシステム１の動作について、図２を参照しつつ説明する。なお、図
２は、スマートキーシステム１によって実行されるスタート処理Ｓ１の処理手順を示すフ
ローチャートであり、ＥＣＵ１０８は、このスタート処理Ｓ１を所定周期ごとに繰り返し
実行している。
【００４０】
　このスタート処理が実行開始されると、ＥＣＵ１０８は、まず、ステップＳ１０１の判
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断処理として、プッシュスイッチ１１８がオン操作されたか否かを判断する。具体的には
、ＥＣＵ１０８は、プッシュスイッチ１１８からオン操作された旨の信号を受信するか否
かを判断する。ここで、プッシュスイッチ１１８がオン操作されていないと判断される場
合（ステップＳ１０１の判断処理で「Ｎｏ」）、ＥＣＵ１０８は、このステップＳ１０１
の判断処理を繰り返し実行する。このように、ＥＣＵ１０８は、プッシュスイッチ１１８
がオン操作されたと判断されるまで待機する。
【００４１】
　上記ステップＳ１０１の判断処理において、プッシュスイッチ１１８がオン操作された
と判断される場合（ステップＳ１０１の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、続く
ステップＳ１０３の判断処理として、上記スマートスタート機能がキャンセル中であるか
否かを判断する。
【００４２】
　ここで、スマートスタート機能がキャンセル中でないと判断される場合（ステップＳ１
０３の判断処理で「Ｎｏ」）、すなわち、スマートスタート機能が有効に設定されている
場合、ＥＣＵ１０８は、続くステップＳ１０５の処理及びステップＳ１０７の判断処理と
して、車室内照合を実行し、この車室内照合が成立するか否かを判断する。
【００４３】
　上記ステップＳ１０７の判断処理において車室内照合が成立しない場合、ＥＣＵ１０８
は、ステップＳ１０９の処理として、ユーザに対して警報を行なう。具体的には、ＥＣＵ
１０８は、車両側表示部１２２に表示信号を出力し、例えば「電子キー２００を照合でき
ません」といった旨を車両側表示部１２２に表示する。また、ＥＣＵ１０８は、音声出力
部１２４に吹鳴信号を出力し、単発吹鳴する（キーなし警報）。ちなみに、こうしたキー
なし警報を実行することで、上記トラスポンダー機能を利用して車載エンジンの始動を行
なうようにユーザに促している。一方、上記ステップＳ１０７の判断処理において、車室
内照合が成立する場合（ステップＳ１０７の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、
ステップＳ１１１の処理として、エンジン始動装置１２０によって車載エンジンを始動す
る。
【００４４】
　また、先のステップＳ１０３の判断処理において、スマートスタート機能が無効に設定
されている場合（ステップＳ１０３の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、続くス
テップＳ１１１の処理として、ユーザに対して警報を行なう。具体的には、ＥＣＵ１０８
は、車両側表示部１２２に表示信号を出力し、例えば「スマートスタート機能は無効に設
定されています」といった旨を車両側表示部１２２に表示する。また、ＥＣＵ１０８は、
音声出力部１２４に吹鳴信号を出力し、単発吹鳴する（キャンセル警報）。ちなみに、こ
うしたキャンセル警報を実行することで、上記トランスポンダー機能を利用して車載エン
ジンの始動を行なうようにユーザに促している。
【００４５】
　そして、上記ステップＳ１０９の処理、ステップＳ１１１の処理及びステップＳ１１３
の処理を実行すると、ＥＣＵ１０８は、このスタート処理Ｓ１を終了する。
【００４６】
　次に、スマートキーシステム１の動作について、図３を参照しつつ説明する。なお、図
３は、スマートキーシステム１によって実行されるエントリー処理Ｓ２の処理手順を示す
フローチャートであり、ＥＣＵ１０８は、先のスタート処理Ｓ１と同様に、エントリー処
理Ｓ２も、所定周期ごとに繰り返し実行している。
【００４７】
　このエントリー処理が実行開始されると、ＥＣＵ１０８は、まず、ステップＳ２０１の
判断処理として、トリガスイッチ１１４がオン操作されたか否かを判断する。具体的には
、ＥＣＵ１０８は、トリガスイッチ１１４からオン操作された旨の信号を受信するか否か
を判断する。ここで、トリガスイッチ１１４がオン操作されていないと判断される場合（
ステップＳ２０１の判断処理で「Ｎｏ」）、ＥＣＵ１０８は、このステップＳ２０１の判
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断処理を繰り返し実行する。このように、ＥＣＵ１０８は、トリガスイッチ１１４がオン
操作されたと判断されるまで待機する。
【００４８】
　上記ステップＳ２０１の判断処理において、トリガスイッチ１１４がオン操作されたと
判断される場合（ステップＳ２０１の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、続くス
テップＳ２０３の判断処理として、上記スマートエントリー機能がキャンセル中であるか
否かを判断する。
【００４９】
　ここで、スマートエントリー機能がキャンセル中でないと判断される場合（ステップＳ
２０３の判断処理で「Ｎｏ」）、すなわち、スマートエントリー機能が有効に設定されて
いる場合、ＥＣＵ１０８は、続くステップＳ２０５の処理及びステップＳ２０７の判断処
理として、車室外照合を実行し、この車室外照合が成立するか否かを判断する。
【００５０】
　上記ステップＳ２０７の判断処理において車室外照合が成立しない場合（ステップＳ２
０７の判断処理で「Ｎｏ」）、ＥＣＵ１０８は、そのままエントリー処理Ｓ２を終了する
。一方、上記ステップＳ２０７の判断処理において車室外照合が成立する場合（ステップ
Ｓ２０７の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、ステップＳ２０９の処理として、
車両ドア制御装置１１６によって車両ドアをアンロック（開錠）する。
【００５１】
　また、先のステップＳ２０３の判断処理において、スマートエントリー機能が無効に設
定されている場合（ステップＳ２０３の判断処理で「Ｙｅｓ」）、ＥＣＵ１０８は、続く
ステップＳ２１１の処理として、ユーザに対して警報を行なう。具体的には、車両側装置
１００（詳しくはＥＣＵ１０８）は、ＥＣＵ２０６を介して、携帯機側表示部２１２に表
示信号を出力し、例えば「スマートスタート機能は無効に設定されています」といった旨
を携帯機側表示部２１２に表示する。
【００５２】
　そして、上記ステップＳ２０９の処理及びステップＳ２１１を実行すると、ＥＣＵ１０
８はこのエントリー処理Ｓ２を終了する。
【００５３】
　以上説明したように、本実施の形態のスマートキーシステム１では、ＥＣＵ１０８は、
スマートスタート機能が無効に設定されている間にプッシュスイッチ１１８が操作された
とき、車両側表示部１２２に表示信号を出力して表示するとともに、音声出力部１２４に
吹鳴信号を出力して単発吹鳴することで、その旨を警報（キャンセル警報）することとし
た。これにより、スマートスタート機能を無効に設定したユーザ以外のユーザであっても
、スマートスタート機能が無効に設定されていることを容易に知ることができ、操作に係
るユーザの混乱を解消することができるようになる。
【００５４】
　また、上記実施の形態のスマートキーシステム１では、ＥＣＵ１０８は、上記キャンセ
ル警報（ステップＳ２１３の処理）における吹鳴パターンを、上記キーなし警報（ステッ
プＳ２０９の処理）における吹鳴パターンと同一の吹鳴パターンである単発吹鳴とした。
本来、異なる状況における警報であるため、異なる吹鳴パターンを使用することが望まし
い。しかしながら、どちらの状況においても、トラスポンダー機能を利用して車載エンジ
ンの始動を行なうようにユーザに促そうとしている点については共通している。したがっ
て、ユーザ指向が高く分かりやすくなる。ちなみに、例えばオーナーズマニュアルに記載
しておくこと等により、状況の切り分けをユーザが行なうことは可能である。
【００５５】
　また、本実施の形態のスマートキーシステム１では、ＥＣＵ１０８は、スマートエント
リー機能が無効に設定されている間にトリガスイッチ１１４が操作されたとき、電子キー
２００（詳しくはＥＣＵ２０６）を介して携帯機側表示部２１２に表示信号を出力し、携
帯機側表示部２１２にその旨を表示する。これにより、スマートエントリー機能を無効に
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設定したユーザ以外のユーザであっても、スマートエントリー機能が無効に設定されてい
ることを容易に知ることができ、操作に係るユーザの混乱を解消することができるように
なる。
【００５６】
　なお、本発明に係るスマートキーシステム１は、上記実施の形態にて例示した構成に限
定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲において、種々に変形して実施す
ることが可能である。すなわち、上記実施の形態を適宜変更した例えば次の形態として実
施することもできる。
【００５７】
　上記実施の形態では、ＥＣＵ１０８は、スマートスタート機能が無効に設定されている
間にプッシュスイッチ１１８が操作されたとき、車両側表示部１２２に表示信号を出力し
て表示するとともに、音声出力部１２４に吹鳴信号を出力して単発吹鳴することで、その
旨を警報していたが、これに限らない。車両側表示部１２２に表示すること及び音声出力
部１２４を単発吹鳴することの少なくとも一方を実行することとしてもよい。また、音声
出力部１２４を単発吹鳴することに変えて、音声出力部１２４から案内を音声出力するこ
とにしてもよく、これら音声出力部１２４を単発吹鳴すること及び音声出力部１２４から
案内を音声出力することを双方とも実行してもよい。さらに、電子キー２００（詳しくは
ＥＣＵ２０６）を介して携帯機側表示部２１２に表示信号を出力し、携帯機側表示部２１
２にその旨を表示することとしてもよい。
【００５８】
　上記実施の形態では、ＥＣＵ１０８は、上記キャンセル警報（ステップＳ２１３の処理
）における吹鳴パターンを、上記キーなし警報（ステップＳ２０９の処理）における吹鳴
パターンと同一の吹鳴パターンである単発吹鳴としたが、単発吹鳴に限らない。他に例え
ば、単発吹鳴を所定時間間隔毎に所定回数連続して行なってもよく、所定時間継続して吹
鳴を行なってもよい。上記キャンセル警報における吹鳴パターンを、上記キーなし警報に
おける吹鳴パターンと同一の吹鳴パターンとすれば、その吹鳴パターンは任意である。な
お、同一の吹鳴パターンにも限られない。上記キャンセル警報における吹鳴パターンと上
記キーなし警報における吹鳴パターンを異なる吹鳴パターンとしてもよい。これにより、
ユーザは、状況の切り分けを容易にすることができるようになる。
【００５９】
　上記実施の形態では、車載エンジンの始動が無効に設定されていることを警報するタイ
ミングは、プッシュスイッチ１１８が押されたタイミングであった。また、車両ドアの開
錠が無効に設定されていることを警報するタイミングは、トリガスイッチ１１４が押され
たタイミングであったが、これらタイミングに限らない。他に例えば車両に所定距離近づ
いたとき、車両ドアを開けたとき、運転席に着座したとき等々に警報してもよい。要は、
スマート機能が無効に設定されていることを警報することができればよく、警報するタイ
ミングは任意である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明に係るスマートキーシステムの一実施の形態について、その全体構成を示
すブロック図である。
【図２】本実施の形態によって実行されるスタート処理について、その処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図３】本実施の形態によって実行されるエントリー処理について、その処理手順を示す
フローチャートである。
【符号の説明】
【００６１】
１…スマートキーシステム、１００…車両側装置、１０２…車室内発信機、１０４…車室
外発信機、１０６…受信機、１０８…ＥＣＵ、１１０…ＣＰＵ、１１２…メモリ、１１４
…トリガスイッチ、１１６…車両ドア制御装置、１１８…プッシュスイッチ（エンジン始
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動スイッチ）、１２０…エンジン始動装置、１２２…車両側表示部、１２４…音声出力部
、２００…電子キー（携帯機）、２０２…受信部、２０４…送信部、２０６…ＥＣＵ、２
０８…アンロックスイッチ、２１０…ロックスイッチ、２１２…携帯機側表示部（警報部
）

【図１】 【図２】
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【図３】
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